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社
）
三
重
県
作
業
療
法
士
会

「
お
う
ち
で
の
過
ご
し
方
」
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

外
出
を
控
え
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
て
い
る

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
高
齢
者
が
自
身
の
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
「
お
う
ち
で
の
過
ご
し
方
」
が
健

康
を
左
右
す
る
要
因
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
運
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
座
っ
て
姿

勢
を
保
持
す
る
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
で
き
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
１
日
の
目
標
歩
数

は
男
性
が
７
，０
０
０
歩
、
女
性
が
６
，

０
０
０
歩
で
す
。

　
下
の
表
を
参
考
に
目
標
達
成
を
め
ざ
し

て
「
お
う
ち
で
の
過
ご
し
方
見
直
し
表
」

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
お
う
ち
で
の
過
ご
し
方
見
直
し
表作

成
例
】

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

【
問
い
合
わ
せ
】　
総
合
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
３　
℻  
22
・
９
６
７
２　

sougouseisaku@
city.iga.lg.jp

　
昨
年
度
の
伊
賀
市
へ
の
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
寄
附
の
状
況

　
「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
」「
伊
賀

市
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」「
忍
者
市
を

応
援
し
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
寄
附
件
数　
６
，７
９
１
件

◆
寄
附
金
合
計

　

２
億
２
，
１
８
１
万
５
，
０
０
５
円

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業

　
い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆
活
用
し
た
金
額８

，
４
１
３
万
２
６
８
円

■
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
寄
附
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
伊

賀
市
の
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
発
掘
・
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
店
の
自
慢
の

逸
品
を
、
ぜ
ひ
伊
賀
市
の
返
礼
品
と
し
て

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

返
礼
品
の
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

トピックス

トピックス

希望する使い道の内訳
市民の暮らしの「安全・安心」を
確保するまちづくり 6,722 万 6,000 円

自立・維持できる「活力」を創出
するまちづくり 1,844 万 5円

未来を担う「人・地域づくり」を
推進するまちづくり 4,250 万 3,000 円

自治体におまかせ 9,364 万 6,000 円

寄附を活用した事業（主なもの）

防災基盤、消防施設整備に関する経費 883万円

伊賀鉄道活性化促進、行政バス運行
に関する経費 1,420 万円

移住・交流推進、地区振興に関する経費 1,771 万円

スポーツ活動振興、教育振興に関する経費 1,775 万円

特産農産物等振興、集落営農支援、
畜産振興に関する経費 1,949 万円

出
典
：
オ
リ
ン
パ
ス
健
康
保
険
組
合

行　動 消費カロリー（Kcal） 歩数換算（歩） 行　動 消費カロリー（Kcal） 歩数換算（歩）

電気掃除機かけ 33 1,000 草むしり 33 1,000

ぞうきんかけ 49 1,500 入浴 33 1,000

窓ふき 40 1,200 テレビを見る 13 400

洗濯物干し・取り込み 35 1,100 読書 12 400

アイロンかけ 21 650 車の運転 15 450

食事作りと後片付け 27 900 デスクワーク 16 500

〇月〇日（〇）

掃除機かけ 1,000

1,500

1,100

1,000

1,000

400

6,000

ぞうきんかけ

洗濯物干し

草むしり

入　浴

読　書

合　計

※消費カロリーは 60㎏の人が 10分間行った目安です

（令和２年３月末現在の基金積立額　３億8,354万4,887円）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
た
「
県

外
移
動
の
自
粛
」
に
伴
い
、
他

県
で
は
「
県
外
ナ
ン
バ
ー
狩
り
」

と
い
う
悪
質
な
嫌
が
ら
せ
が
起

こ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

後
も
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
を
抱
え
て
い

る
人
が
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
普
段
か
ら
京

都
や
奈
良
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
る
伊
賀
市
で

は
、
生
活
圏
を
共
有
す
る
者
同

士
で
圏
域
住
民
の
証
で
あ
る

「
圏
域
証
」
を
配
布
し
、
車
の

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
へ
提
示
す
る

な
ど
、活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
圏
域
市
町
村
間
で
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
圏
域
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

※
圏
域
証
は
、
各
市
町
村
窓
口

で
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

◆生活圏を共有しています
　伊賀市への通勤・通学の状況を見ると、笠置町、
南山城村、山添村から毎日多くの人が通勤・通学
しており、日常的に伊賀市を訪れている人が多く
いることから、伊賀市を生活圏としていることが
わかります。

◆圏域全体の暮らしを支えています
　医療機能面では、圏域住民の安全・安心な暮ら
しを支えるために、二次救急医療体制の確保に向
けて地域医療の充実に努めています。
　また、定住自立圏として、それぞれの地域で医
療体制を構築している中で、一定割合の受診者を
市内の医療機関で受け入れています。

　伊賀市は、買い物、医療、仕事、文化、スポー
ツなど、生活において密接な関係がある京都府
笠置町、南山城村、奈良県山添村と定住自立圏
を形成し、住民の皆さんが安心して暮らせる圏
域づくりを進めています。

伊賀市へ通勤・
通学する人

各町村に住む就業者・
通学者の総数

伊賀市へ通勤・
通学する人の割合

笠置町 49人 599人 8.2％
南山城村 306人 1,201 人 25.5％
山添村 332人 1,692 人 19.6％

旧月ケ瀬村 196人 1,136 人 17.3％

山添村
332人

[奈良県]

（参考）旧月ヶ瀬村
[奈良県]

南山城村

306人

[京都府]

笠置町
49人

[京都府] 伊賀市
[三重県]

伊賀市への通勤・通学の状況

圏
域
証
を
発
行
し
ま
し
た

2015（平成 27）年国勢調査

2000（平成 12）年国勢調査

（参考）

県境を越えた生活圏 【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀・山城南・東大和定住自立圏
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市民の暮らしの「安全・安心」を
確保するまちづくり 6,722 万 6,000 円

自立・維持できる「活力」を創出
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南山城村、山添村から毎日多くの人が通勤・通学
しており、日常的に伊賀市を訪れている人が多く
いることから、伊賀市を生活圏としていることが
わかります。

◆圏域全体の暮らしを支えています
　医療機能面では、圏域住民の安全・安心な暮ら
しを支えるために、二次救急医療体制の確保に向
けて地域医療の充実に努めています。
　また、定住自立圏として、それぞれの地域で医
療体制を構築している中で、一定割合の受診者を
市内の医療機関で受け入れています。

　伊賀市は、買い物、医療、仕事、文化、スポー
ツなど、生活において密接な関係がある京都府
笠置町、南山城村、奈良県山添村と定住自立圏
を形成し、住民の皆さんが安心して暮らせる圏
域づくりを進めています。
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